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三
共
ア
グ
ロ
農
業
科
学
研
究
所
で
は
、

希
少
糖
を
利
用
し
た
農
薬
開
発
の
た
め

の
試
験
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ

は
香
川
大
学
農
学
部
、
㈱
四
国
総
合
研

究
所
と
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
で
、
基
礎
か
ら
農
業
場
面
で
の
実

用
性
確
立
の
た
め
の
応
用
を
視
野
に
研

究
を
進
め
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
（独）
農
業
・
生
物
系
特
定
産
業
技
術
研

究
機
構
の
2
0
0
6
年
度
「
新
技
術
・

新
分
野
創
出
の
た
め
の
基
礎
研
究
推
進
事

業
」
に
採
用
さ
れ
、
06
〜
10
年
度
の
5
年

間
に
渡
り
実
施
さ
れ
る
。

本
研
究
グ
ル
ー
プ
で
大
量
生
産
に
成
功

し
た
希
少
糖
の
い
く
つ
か
は
、
植
物
の
生

育
を
抑
制
し
た
り
、
病
害
抵
抗
性
遺
伝
子

の
発
現
を
誘
導
す
る
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
生

理
作
用
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
D-

プ
シ
コ
ー
ス
」
な
ど
が
イ
ネ
に
対
し
て
病

害
虫
防
御
関
連
遺
伝
子
の
発
現
誘
導
や
生

育
調
節
な
ど
の
特
徴
的
な
作
用
を
示
す
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

希
少
糖
と
は
「
自
然
界
に
存
在
量
が
少

な
い
単
糖
と
そ
の
誘
導
体
」
と
定
義
さ
れ
、

甘
味
関
連
産
業
の
成
長
を
も
た
ら
し
た
キ

シ
リ
ト
ー
ル
も
そ
の
一
種
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
全
て
の
希
少
糖

は
極
め
て
高
価
で
、
生
産
も
不
可
能
で
あ

っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
生
理
作
用
に
つ
い

て
の
研
究
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
近
年
、

香
川
大
学
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
全
希
少
糖
の
大
量
生

産
法
の
確
立
に
成
功
し
、
研
究
へ
の
利
用

が
可
能
に
な
っ
た
。

天
然
物
由
来
の
希
少
糖
を
農
業
場
面
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
環
境
保
全

や
安
全
性
に
優
れ
た
新
た
な
農
業
技
術
の

創
成
に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
、
本
研
究
が

進
展
す
れ
ば
、
農
薬
と
し
て
の
用
途
に
と

ど
ま
ら
ず
、
新
た
な
農
業
資
材
の
開
発
に

途
を
拓
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、

植
物
固
有
の
成
長
過
程
・
生
理
作
用
（
発

芽
、
成
長
、
開
花
、
結
実
な
ど
）
を
指
令

制
御
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
（
伝
達
系
経
路
）

に
関
し
て
は
、
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な

い
も
の
も
多
く
、
そ
の
解
明
に
貢
献
す
る

こ
と
も
期
待
で
き
、
学
問
的
に
も
き
わ
め

て
楽
し
み
で
あ
る
。

「
希
少
糖
の
持
つ
生
理
作
用
の
農
業
場
面

に
お
け
る
実
用
的
利
用
の
可
能
性
を
見
い

だ
す
」
こ
と
が
こ
の
5
カ
年
計
画
の
着
地

点
だ
。
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

そ
の
こ
と
が
、
農
業
場
面
で
の
応
用
と

し
て
再
現
す
る
か
ど
う
か
、
現
場
で
の

確
認
と
、
そ
の
た
め
の
技
術
の
開
発
が

当
面
の
試
験
計
画
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
希
少
糖
処
理
で
発
現
が
増
減
す
る

イ
ネ
遺
伝
子
を
ア
レ
イ
解
析
（
D
N
A

レ
ベ
ル
で
の
解
析
）
技
術
で
特
定
し
、

こ
れ
ら
の
遺
伝
子
を
イ
ネ
で
過
剰
発
現

さ
せ
て
、
希
少
糖
に
対
す
る
イ
ネ
の
反

応
を
担
う
遺
伝
子
の
機
能
解
析
を
進
め

る
。
ま
た
、
自
然
界
に
約
50
種
存
在
す

る
希
少
糖
を
順
次
合
成
し
、
そ
の
未
知

の
生
理
作
用
を
明
ら
か
に
し
て
、
耐
病

性
誘
導
や
生
育
調
節
用
の
資
材
開
発
と

そ
の
利
用
法
な
ど
、
農
業
上
の
応
用
の

可
能
性
に
関
す
る
研
究
も
進
め
て
い
く
。

希
少
糖
の
生
理
作
用
を
農
薬
分
野
に
応
用

安
全
性
の
高
い
新
技
術
の
創
成
に
可
能
性

三
共
ア
グ
ロ
㈱
　
農
業
科
学
研
究
所
　
理
事
　
田
中
啓
司

開 発 者 が 明 か す 次 の 一 手  

希少糖の作用の一例。イネ
の生育を抑える作用が確認
されている。将来的には抑
草剤などの用途開発の可能
性が期待できるという。

たなかけいじ
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ロ入社。農薬研究

所で合成、代謝、殺虫剤の生物効果
の評価に従事し、途中本社で開発に
携わる。2003年より農業科学研究
所長、07年より理事。日本農薬学
会副会長も務める。農学博士。
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B
A
S
F
ア
グ
ロ
で
は
、
自
社
開
発
の

新
規
有
効
成
分
「
嵐
」（
オ
リ
サ
ス
ト
ロ

ビ
ン
剤
）
を
含
む
水
稲
用
殺
虫
殺
菌
剤
を

2
0
0
6
年
8
月
に
登
録
。
07
年
よ
り
販

売
を
行
な
っ
て
い
る
。

「
嵐
」
の
開
発
は
、
B
A
S
F
ド
イ
ツ
本

社
に
て
95
年
よ
り
開
始
。
水
稲
だ
け
を
対

象
に
開
発
し
た
農
業
製
品
は
、
現
時
点
で

は
こ
の
「
嵐
」
の
み
で
、
水
稲
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
た
戦
略
品
目
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
。

本
剤
は
イ
ネ
の
主
要
病
害
で
あ
る
い
も

ち
病
と
紋
枯
病
に
高
い
効
果
を
発
揮
す

る
。
残
効
性
に
も
優
れ
、
育
苗
箱
処
理
に

よ
り
葉
い
も
ち
は
も
と
よ
り
、
穂
い
も
ち

防
除
ま
で
対
応
。
使
用
薬
剤
成
分
数
お
よ

び
散
布
回
数
の
削
減
を
求
め
る
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
製
品
で
あ
る
。
処
理
適

期
幅
が
広
い
の
も
特
長
で
、
播
種
時
か
ら

移
植
当
日
ま
で
、
農
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
合
わ
せ
や
す
い
剤
と
な
っ
て
い
る
。

初
年
度
の
07
年
は
順
調
に
出
荷
さ
れ
、

期
待
通
り
の
効
果
を
示
し
、
生
産
現
場
か

ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
一
方
で
、

播
種
時
処
理
で
他
農
薬
同
様
に
後
作
物
へ

の
残
留
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
敷
く
こ
と
や
、
育
苗
箱
か
ら
こ

ぼ
れ
な
い
よ
う
に
撒
く
な
ど
の
啓
蒙
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、「
嵐
」
シ
リ
ー
ズ
に
は
フ
ィ
プ

ロ
ニ
ル
と
の
混
合
剤
「
嵐
プ
リ
ン
ス
」、

ク
ロ
チ
ア
ニ
ジ
ン
と
の
混
合
剤
「
嵐
ダ
ン

ト
ツ
」
、
ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
と
の
混
合
剤

「
嵐
ス
タ
ー
ク
ル
」
が
あ
り
、
品
目
的
に

揃
っ
た
状
態
に
あ
る
。
今
後
も
さ
ら
な
る

販
売
拡
大
を
見
込
む
。

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス
で

は
、
新
規
殺
ダ
ニ
剤
「
ダ
ニ
ゲ
ッ
タ
ー
フ

ロ
ア
ブ
ル
」（
ス
ピ
ロ
メ
シ
フ
ェ
ン
剤
）

を
開
発
。
2
0
0
7
年
12
月
に
登
録
取
得

し
、
08
年
1
月
よ
り
販
売
を
開
始
し
た
。

ス
ピ
ロ
メ
シ
フ
ェ
ン
は
94
年
に
ド
イ
ツ

の
バ
イ
エ
ル
社
が
開
発
。
本
剤
は
落
葉
果

樹
、
茶
場
面
で
の
新
し
い
系
統
の
殺
ダ
ニ

剤
で
あ
る
環
状
ケ
ト
エ
ノ
ー
ル
系
に
分
類

さ
れ
る
。
作
用
機
作
に
つ
い
て
も
従
来
の

殺
ダ
ニ
剤
と
は
異
な
り
、
脂
質
の
生
合
成

を
阻
害
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
落
葉
果
樹
・
茶
の
生
産
現
場
で

は
、
難
防
除
害
虫
の
一
つ
で
あ
る
ハ
ダ
ニ

類
の
防
除
に
苦
慮
し
て
い
る
。
そ
の
大
き

な
理
由
と
し
て
、
抵
抗
性
個
体
群
に
お
け

る
既
存
ダ
ニ
剤
に
対
す
る
効
果
の
低
下
が

挙
げ
ら
れ
る
。
本
剤
は
既
存
の
薬
剤
と
は

異
な
る
作
用
機
作
を
有
し
、
こ
れ
ら
抵
抗

性
個
体
群
に
対
し
て
も
優
れ
た
効
果
が
あ

る
。
卵
・
幼
虫
に
対
し
て
も
優
れ
た
殺
ダ

ニ
活
性
お
よ
び
雌
成
虫
に
対
す
る
次
世
代

抑
制
効
果
に
よ
り
長
期
残
効
性
を
示
し
、

結
果
と
し
て
散
布
回
数
も
軽
減
で
き
る
。

加
え
て
、
サ
ビ
ダ
ニ
類
や
ホ
コ
リ
ダ
ニ
類

に
対
し
て
も
高
い
活
性
を
有
し
、
多
く
の

ダ
ニ
類
の
一
斉
防
除
も
可
能
と
な
る
。
今

後
は
こ
れ
ら
の
各
種
ダ
ニ
類
、
お
よ
び
モ

モ
、
小
粒
核
果
類
へ
の
作
物
登
録
の
拡
大

を
予
定
し
て
い
る
。

国
内
で
は
03
年
の
委
託
試
験
開
始
以

来
、
各
地
試
験
場
お
よ
び
多
く
の
公
的
試

験
機
関
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
末
永
く
本
剤
を
ご
使
用
い
た
だ
く
た

め
に
、
年
1
回
の
散
布
回
数
の
徹
底
や
他

剤
と
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
と
い
っ
た

抵
抗
性
回
避
が
不
可
避
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

難
防
除
害
虫
の
ハ
ダ
ニ
類
に
優
れ
た
効
果

長
期
残
効
性
を
示
す
新
規
殺
ダ
ニ
剤

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス
㈱
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
　
殺
虫
剤
グ
ル
ー
プ
　
渡
辺
賢

イ
ネ
の
二
大
病
害
を
ひ
と
つ
の
成
分
で
防
除

使
用
農
薬
成
分
数
、使
用
回
数
の
低
減
が
図
れ
る

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
ア
グ
ロ
㈱
　
営
業
本
部
　
技
術
普
及
部

田
中
明
寛

葉いもち病の試験より。上の写真が
「嵐プリンス」を処理。下が無処理。

ダニゲッター散布後のナミハダニ
（雌成虫）。生みかけの卵をつけた
まま、詰まらせて死亡している。

たなか　あきひろ

1970年にシェル化
学（吸収合併を経

て2001年にBASFアグロ）に入社。
研究所で殺虫剤・殺菌剤の研究に従
事。79年より本社開発部で殺虫剤
「カスケード」、殺菌剤「フェステイ
バル」の開発を担当した。89年よ
り技術普及部。

問い合わせ
TEL：.03-3586-9525
URL：http://www.basf-agro.co.jp/

わたなべ　さとし

2001年の入社以来、
マーケティング本

部において殺虫剤のプロダクトマネ
ージャーを務める。04年より本剤
を担当。

問い合わせ
TEL：03-6266-7395
URL：http://www.bayercropscience.co.jp/


